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病児保育の実態調査
護していた．その場合，父親より母親のほうが仕事を休
んで看護することが圧倒的に多かった．上家3〕の報告で
も，子供の病気のために親が仕事を休んだ日数をみると，
1年間に20日以上休んだ母親は20％に上り，まったく休
まなかった母親は11％である一方，20日以上休んだ父親
は0．4％，まったく休まなかった父親は38％であったと
している．このことは，子供の病気時には母親の方が仕
事面において影響を受けやすいことを示している．
　「子供が病気の時くらい親が看るべき」という意見が
圧倒的に多かった一方で，病児デイケア事業に賛成する
ものも半数以上みられた．育児支援の選択肢のひとつと
して病児保育の整備を図りながら，さらに高島4）が「働
く女性の就労と保育調査」の中で述べているように，育
児休業中の所得保障，1日の労働時間の短縮，職場の同
僚の理解など労働条件・労働環境の面での改善も望まれ
る．
　本論文の要旨は第7回長崎県母性衛生学会および第41
回小児保健学会（水戸）で発表した．
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